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　神岡2-3ゾーンDef、精華マンツーマンDefで試合開始。精華は＃４からのボールコントロー
ルで高さを生かそうとするが、逆に神岡＃４にパスカットされレイアップシュートを決めら

れる。精華はゴール下のシュートが決められず、１Ｑは神岡３点リードで終了。２Ｑ、どち
らもパスミスでシュートが決まらず、前半を21‐20の神岡１点リードで折り返す。	 

　３Ｑ、精華＃４の連続得点で、神岡がタイムアウトを取る。精華は2-3ゾーンDefでゴール
下を閉め、神岡はボールが回らなくなる。逆に、精華はリバウンドが取れるようになり精華
＃５が得点を重ねる。神岡＃４が３Ｐを入れるが、精華が11点のリードで３Ｑを終える。４

Ｑ、精華はゴール下のシュートやジャンプシュートで得点する。神岡はターンノーバーから
得点し流れをつかみたいが、ゴール下のシュートが決まらず、逆に精華に速攻を決められる。

最後は39‐56で精華が勝利した。	 


